
  上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
及
び
配
当

所
得
に
対
す
る
軽
減
税
率
の
廃
止
 

上
場
株
式
等
の
譲
渡
所
得
等
及
び
配
当
所

得
に
係
る
１０
％
軽
減
税
率（
所
得
税
７
％
、住

民
税
３
％
）の
特
例
措
置
は
、平
成
２５
年
１２
月

３１
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
、平
成
２６
年
１
月
１

日
以
後
は
、本
則
税
率
の
２０
％（
所
得
税
１５
％
、

住
民
税
５
％
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

                
     ※

平
成
４９
年
分
ま
で
の
所
得
税
に
は
、復
興

特
別
所
得
税（
税
率
２
・
１
％
）が
併
せ
て

徴
収
さ
れ
ま
す
。
 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
延
長
・
拡
充
 

市
・
県
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
適
用
期
間
が
４
年
間（
平
成
２６
年
１
月
１

日
〜
平
成
２９
年
１２
月
３１
日
）延
長
さ
れ
、さ
ら

に
平
成
２６
年
４
月
１
日
以
降
に
居
住
を
開
始

し
た
場
合
の
控
除
限
度
額
が
９
万
７
５
０
０

円
か
ら
１３
万
６
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
 

            
        ※

市
・
県
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

は
、所
得
税
額
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
場

合
に
、控
除
限
度
額
以
下
の
範
囲
で
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

※
平
成
２６
年
４
月
１
日
〜
平
成
２９
年
１２
月
３１

日
の
控
除
限
度
額
は
、住
宅
の
取
得
対
価

の
額
ま
た
は
費
用
の
額
に
含
ま
れ
る
消
費

税
等
の
税
率
が
、８
％
ま
た
は
１０
％
で
あ
る

場
合
に
限
ら
れ
、そ
れ
以
外
の
場
合
に
お

け
る
控
除
限
度
額
は
所
得
税
の
課
税
総
所

得
金
額
等
の
５
％（
最
高
９
万
７
５
０
０
円
）

と
な
り
ま
す
。
 

問
合
　
税
務
課
市
民
税
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
２
０
１
〜
２
２
０
４
 

    事
業
者
が
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
者
で

あ
る
場
合
、地
方
税
法
及
び
各
市
町
村
の
条

例
の
規
定
に
よ
り
、特
別
徴
収
義
務
者
と
し

て
従
業
員
の
毎
月
の
給
与
か
ら
個
人
市
・
県

民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、平
成
２６
年
度
よ
り
、原
則
と
し
て

す
べ
て
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
し
、特
別

徴
収
税
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
て
お
り
ま

す
。
事
業
主
の
方
々
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
る
方
 

前
年
中
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け
、か
つ

当
年
の
４
月
１
日
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
す
べ
て
の
従
業
員
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
も
含
む
） 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
方
 

・
退
職
者（
退
職
予
定
者
を
含
む
） 

・
二
つ
以
上
の
事
業
所
か
ら
給
与
の
支
払
い

を
受
け
、他
の
事
業
所
で
特
別
徴
収
が
行

わ
れ
て
い
る
方
 

・
毎
月
の
給
与
支
給
額
が
少
な
く
、個
人
市

県
民
税
を
特
別
徴
収
し
き
れ
な
い
方
 

・
給
与
が
毎
月
支
給
さ
れ
て
い
な
い（
不
定

期
な
）方
 

問
合
 
税
務
課
市
民
税
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
２
０
１
〜
２
２
０
４
 

   毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
所
得
税
が

源
泉
徴
収
さ
れ
、１２
月
に
年
末
調
整
で
所
得

税
の
過
不
足
が
精
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
年
末
調
整
の
対
象
と
な
る
方
は
、勤

務
先
に「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等（
異
動
）

申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
る
方
で
す
。
 

年
末
調
整
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
年

の
所
得
税
の
税
額
が
確
定
す
る
た
め
、確
定

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、次
の

場
合
な
ど
は
確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
 

①
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
 

②
平
成
２６
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
あ
り
、

医
療
費
控
除
が
必
要
な
場
合
 

③
給
与
所
得
及
び
退
職
所
得
以
外
に
２０
万
円

を
超
え
る
所
得
が
あ
る
場
合
 

④
二
つ
以
上
の
事
業
所
な
ど
か
ら
給
与
・
賃

金
を
受
け
て
い
る
場
合（
所
得
の
条
件
等

に
よ
り
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
） 

問
合
 

所
得
税
 
津
島
税
務
署
1
２６
ー

２
１
６
１
 

市
・
県
民
税
 
税
務
課
市
民
税
Ｇ
 

内
線
２
２
０
１
〜
２
２
０
４
 

 

平
成
２７
年
度
市
・
県
民
税
の
主
な
変
更
点
 

年
末
調
整
に
つ
い
て
 

個
人
市
・
県
民
税（
個
人
住
民
税
）の
 

特
別
徴
収
推
進
に
つ
い
て
 

平成２２年度～２６年度 

現　　行 

～平成２５年 
　１２月３１日 

所得税の課税総 
所得金額等×５％ 
（最高９７,５００円） 

所得税の課税総 
所得金額等×５％ 
（最高９７,５００円） 

所得税の課税総 
所得金額等×７％ 
（最高１３６,５００円） 

居　住 
年月日 

控　除 
限度額 

延長・拡充 

平成２７年度～ 

譲
　
　
渡
 

金融商品取引
業者等を通じ
た譲渡等 

３％（市民税１.８％、
県民税１.２％） 
所得税７％ 

５％（市民税３％、県
民税２％） 
所得税１５％ 

３％（市民税１.８％、
県民税１.２％） 
所得税７％ 

５％（市民税３％、県
民税２％） 
所得税１５％ 

５％（市民税３％、県
民税２％） 
所得税１５％ 

上 記 以 外  

配　　　　当 

平成２６年１月１日 
 
平成２６年３月３１日 

～
 

平成２６年４月１日 
 
平成２９年１２月３１日 

～
 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
る
方 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
方 

「市政のひろば」つしま2014.12１０ 
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熱湯はダメ 

  
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、配
偶
者
控
除

や
配
偶
者
特
別
控
除
、ま
た
は
扶
養
控
除
の

対
象
と
さ
れ
る
方
に
、パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
と
、

そ
の
収
入
金
額
に
よ
っ
て
、次
の
よ
う
な
注
意

が
必
要
で
す
。 

・
配
偶
者
控
除
ま
た
は
配
偶
者
特
別
控
除
を

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
。 

・
扶
養
控
除
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
。 

・
控
除
の
対
象
と
な
る
方
自
身
に
税
金
が
か

か
る
か
ど
う
か
。 

パ
ー
ト
収
入
は
通
常
、給
与
所
得
に
な
り

ま
す
の
で
、そ
の
場
合
は
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。た
だ
し
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
さ
れ

る
方
の
合
計
所
得
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え

る
場
合
な
ど
に
は
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

問
合
　
税
務
課
市
民
税
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
０
１
〜
２
２
０
４ 

 

  

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る
と
、水

道
管
の
水
が
凍
結
し
た
り
、管
が
破
裂
し
や

す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は 

・
水
道
管
に
保
温
材
な
ど
を
巻
く 

・
凍
結
し
た
ら
水
道
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
な

ど
を
か
け
、ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る 

※
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。 

     
    

ま
た
、次
の
よ
う
な
と
き
は
、連
絡
先
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

家
庭
で
緊
急
に
修
繕
が
必
要
な
と
き 

・
凍
結
に
よ
り
漏
水
し
た
と
き 

・
蛇
口
を
閉
め
て
も
水
が
止
ま
ら
な
い
と
き 

・
水
洗
便
所
の
水
が
止
ま
ら
な
い
と
き 

連
絡
先
　
市
上
下
水
道
指
定
工
事
店
協
同
組

合
　
1
３２
ー

１
３
９
３ 

道
路
上
で
漏
水
が
発
生
し
て
い
る
と
き 

連
絡
先
　
上
下
水
道
部
工
務
課
工
務
Ｇ 

　
　
　
　
内
線
２
４
３
７ 

 

問
合
　
上
下
水
道
部
管
理
課
管
理
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
４
４
２ 

パ
ー
ト
収
入
と
税（
夫
婦
・
親
子
と
税
） 

水
道
管
の
冬
支
度
 

家
庭
で
緊
急
に
修
繕
が
必
要
な
と
き 

道
路
上
で
漏
水
が
発
生
し
て
い
る
と
き 

パート収入金額 所得税 

かからない 受けられない 

扶養控除 配偶者 
控除 

３８万円 
（３３万円） 

３８万円 
（３３万円） 
３６万円 
（３３万円） 

３１万円 

２６万円 

２１万円 

１６万円 

１１万円 

６万円 

３万円 

受けられない 

３８万円 
（３３万円） 

受けられない 受けられない かかる かかる かかる 

配偶者 
特別控除 

市・県民税 

均等割 所得割 

かからない 

注１　市・県民税及び所得税の「かかる」については、生命保険料控除、扶養控除等の有無により、かからない場合もあります。 
注２　配偶者控除、配偶者特別控除、及び扶養控除の（　）内の金額は、市・県民税の控除額です。 

かからない 

パート収入と税金及び各種控除 

１００万円以下 

９３万円以下 

１０３万円以下 

１０３万円超１０５万円未満 

１０５万円以上１１０万円未満 

１１０万円以上１１５万円未満 

１１５万円以上１２０万円未満 

１２０万円以上１２５万円未満 

１２５万円以上１３０万円未満 

１３０万円以上１３５万円未満 

１３５万円以上１４０万円未満 

１４０万円以上１４１万円未満 

１４１万円以上 

※老人扶養親族のうち、扶養者またはその配偶者の直系尊属（父母・祖父母等）で、同居の常況にある親族の場合は、加算額 
　（所得税：１０万円、市・県民税：７万円）があります。 

参考 
扶養控除については、扶養親族の年齢により控除額が異なります。 

扶養親族 

年少扶養 

一般扶養 

特定扶養 

老人扶養 

年　　齢 

区　　　　　　　　　分 控　除　額 

生　　年　　月　　日 所得税 市・県民税 

なし なし 

３８万円 ３３万円 

６３万円 ４５万円 

４８万円 ３８万円 

  ０歳～１５歳 

１６歳～１８歳 

２３歳～６９歳 

１９歳～２２歳 

７０歳～　　 

平成１１年１月２日 以後 

平成 ８ 年１月２日 以後 

昭和２０年１月２日 以後 

平成 ４ 年１月２日 以後 

平成１１年１月１日 以前 

平成 ４ 年１月１日 以前 

平成 ８ 年１月１日 以前 

昭和２０年１月１日 以前 

１１ 「市政のひろば」つしま2014.12

市役所　124-1111お知らせ 

 



  
 １

９
４
８
年
１２
月
１０
日
、国
連
が「
世
界
人

権
宣
言
」
を
採
択
し
た
の
を
記
念
し
、毎
年
１２

月
１０
日
を「
人
権
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。
 

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、人
権
尊
重
意
識
の

普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、日
ご
ろ
か
ら
人
権
問
題
学
習
講

座
の
開
催
や
、人
権
施
策
推
進
プ
ラ
ン
を
推

進
す
る
な
ど
、人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
 

こ
の
人
権
週
間
を
契
機
に
、私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
あ
ら
た
め
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
、

差
別
や
偏
見
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
 

 重
点
目
標
 

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀
 

　
│
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
 

　
　
　
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
│
 

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う
 

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
 

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う
 

・
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を

進
め
よ
う
 

・
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

そ
う
 

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ

う
 

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
 

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
 

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う
 

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う
 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

を
な
く
そ
う
 

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う
 

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
 

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ

う
 

・
性
同
一
性
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う
 

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う
 

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題
に

取
り
組
も
う
 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
行
政
推
進
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
２
７
1
 

    非
行
の
芽
 
は
や
め
に
つ
も
う
 
み
な
我
が
子
 

青
少
年
が
非
行
に
か
か
わ
っ
た
り
、犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、家
庭
や
地

域
で
声
か
け
を
行
い
、未
然
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ど
こ
の
子
に
も
、自
分
の
子
と
同
様
に
温

か
い
目
を
向
け
、「
愛
の
ひ
と
声
」
を
か
け
ま

し
ょ
う
。
 

主
唱
　
県
、県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
、市

青
少
年
問
題
協
議
会
 

問
合
　
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
Ｇ
内
）内
線
２
２
８
２
 

  
ち
ょ
っ
と
出
掛
け
た
い
！
そ
ん
な
時
、お
使

い
く
だ
さ
い
。
 

貸
出
期
間
　
１
週
間
以
内
 

貸
出
日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

対
象
　
病
院
の
通
院
や
週
末
の
お
出
掛
け
な

ど
、車
い
す
が
短
期
間
必
要
な
方
、ま
た
は

そ
の
家
族
 

申
込
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
電
話
ま
た

は
直
接
左
記
へ（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）。
 

※
貸
し
出
し
は
無
料
で
す
。
 

問
合
　
彩
雲
館
　
1
２４
ー

７
１
１
１
 

 

車
い
す
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
 

１２
月
４
日

〜
１０
日

人
権
週
間
 

１２
月
２０
日

〜
１
月
１０
日

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
 

組
む
県
民
運
動（
冬
期
） 

子
ど
も
の
人
権 

子
ど
も
の
人

権
を
守
る
た
め

に
は
、家
庭
、地

域
、
学
校
な
ど

社
会
全
体
で
積

極
的
に
協
力
・

行
動
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で

す
。
市
で
は
、子
ど
も
を「
社
会
の
宝
」
と
し

て
地
域
全
体
で
育
み
、見
守
る
社
会
を
醸

成
す
る
た
め
、次
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

子
ど
も
の
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
づ
く
り 

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
理
念
を

普
及
・
啓
発
し
、異
世
代
間
交
流
な
ど
子
ど

も
の
人
権
を
大
切
に
す
る
意
識
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。 

虐
待
、い
じ
め
、体
罰
な
ど
子
ど
も
の
人
権

に
関
わ
る
重
大
問
題
へ
の
対
応 

子
ど
も
や
保
護
者
の
た
め
の
相
談
体
制

を
充
実
し
、予
防
や
心
の
ケ
ア
に
努
め
ま
す
。 

ま
た
、家
庭
、地
域
、学
校
、関
係
機
関
の

連
携
に
よ
る
情
報
の
共
有
化
な
ど
、早
期

発
見
・
早
期
解
決
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。 

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
の
推
進 

人
を
思
い
や
り
、い
た
わ
る
心
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、学
校
な
ど
に
お
け
る
心

の
教
育
を
充
実
さ
せ
ま
す
。 

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り 

地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り
、育
む
環
境
づ

く
り
の
た
め
、子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
や
安

心
し
て
遊
び
交
流
で
き
る
場
を
提
供
し
ま

す
。 ま

た
、子
ど
も
を
保
護
や
援
助
の
対
象

と
し
て
だ
け
で
な
く
、独
立
し
た
人
格
と
し

て
尊
重
す
る
意
識
を
持
ち
、子
ど
も
が
社

会
に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。 

人
権
侵
害
に
対
す
る
相
談
支
援
体
制
の
充

実 

地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、

最
適
な
救
済
機
関
に
案
内
す
る
仕
組
み
や

誰
も
が
相
談
し
や
す
い
身
近
な
相
談
体
制

の
整
備
な
ど
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

人権推進課人権同和行政推進Ｇ 
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人KENまもる君 人KENあゆみちゃん 

人権イメージキャラクター 

  
日
常
生
活
の
中
で
、こ
れ
は
人
権
問
題
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
ら
、人
権
擁
護

委
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

 

市
内
の
人
権
擁
護
委
員（
順
不
同
、敬
称
略
） 

黒
田
剛
司（
下
新
田
町
）
1
２８
ー

３
４
３
４ 

水
谷
正
勝（
西
愛
宕
町
）
1
２６
ー

３
２
１
７ 

近
藤
け
い
子（
立
込
町
）
1
２５
ー

０
０
７
３ 

小
澤
功
子（
弥
生
町
）　
1
２６
ー

３
６
８
１ 

石
田
裕
子（
百
町
）　
　
1
２６
ー

１
３
８
３ 

丹
羽
義
樹（
宇
治
町
）　
1
２５
ー

０
６
７
６ 

日
比
清
誠（
百
島
町
）　
1
２８
ー

０
９
９
７ 

市
野
一
雄（
鹿
伏
兎
町
）
1
３１
ー

１
０
５
９ 

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談 

　
次
の
場
所
で
も
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
毎
月
第
２･

４
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
正
午 

1
２４
ー

３
４
５
６（
相
談
日
の
み
） 

主
な
相
談
内
容 

・
い
じ
め
、体
罰
、不
登
校
児
問
題 

・
部
落
差
別
、女
性
差
別
な
ど
の
差
別
問
題 

・
家
庭
内
の
問
題（
親
子
、夫
婦
、結
婚
、離
婚
、

相
続
、扶
養
な
ど
） 

・
そ
の
他
、人
権
問 

　
題
に
係
る
も
の 

      

  

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、男
女
の
立
場

を
対
等
と
し
、性
別
に
縛
ら
れ
ず
、一
人
ひ
と

り
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
、あ
ら
ゆ
る

分
野
で
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、喜
び
や

責
任
を
分
か
ち
合
う
社
会
で
す
。 

「
女
ら
し
く
」「
男
ら
し
く
」で
は
な
く
、「
自

分
ら
し
く
」「
人
間
ら
し
く
」
生
き
る
こ
と
に

よ
り
、私
た
ち
の
ま
ち
に
男
女
共
同
社
会
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。 

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画 

男
女
共
同
参
画
と
い
う
と
多
く
の
方
が
、「
そ

れ
は
女
性
の
た
め
の
も
の
」
と
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、男
性
に
と
っ
て
も
重
要
な
問

題
で
す
。 

「
男
性
だ
か
ら
」
と
い
う
意
識
が
、あ
な
た

個
人
に
と
っ
て
も
、社
会
全
体
に
と
っ
て
も
、

重
荷
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

男
性
の
視
点
か
ら
も
、男
女
共
同
参
画
を

見
つ
め
な
お
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
行
政
推
進
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
７
１ 

   

放
し
飼
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
か 

犬
を
放
し
て
飼
う
こ
と
は
「
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
愛
犬
の
散
歩
時
は
、必
ず
リ
ー
ド
を

付
け
て
、自
分
だ
け
で
は
な
く
他
人
に
も
安

心
安
全
な
散
歩
を
し
ま
し
ょ
う
。 

フ
ン
の
片
付
け
は
、飼
主
の
責
任
で
す 

放
置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン
に
つ
い
て
、た
く
さ

ん
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
時

は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
っ
て
、必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。 

無
駄
吠
え
を
し
て
い
ま
せ
ん
か 

飼
い
犬
の
鳴
き
声
が
、近
隣
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夜
間
や
留
守

中
な
ど
、無
駄
に
吠
え
た
り
し
な
い
よ
う
に「
し

つ
け
」が
必
要
で
す
。 

し
つ
け
が
困
難
な
と
き
は
、愛
知
県
動
物

保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
３
５ 

　
　
　
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
尾

　
　
張
支
所 

　
　
　
1
０
５
８
６
ー

７８
ー

２
５
９
５ 

           
私
た
ち
の
周
り
に
は
、障
が
い
の
あ
る
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
た
、自
分
自
身
も
、

病
気
や
事
故
な
ど
で
障
が
い
の
状
態
に
な
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
社
会
の
一
員
と

し
て
、障
が
い
や
障
が
い
の
あ
る
人
の
こ
と
を

知
り
、身
近
な
こ
と
と
し
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。 

                                

問
合
　
福
祉
課
福
祉
Ｇ
　 

　
　
内
線
２
１
３
１
・
２
１
３
２ 

人
権
相
談
 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
 

犬
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
 

１２
月
３
日

〜
９
日

障
害
者
週
間
 

身
体
障
害
者
標
識
 

肢
体
不
自
由
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に

免
許
に
条
件
を
付
さ
れ
て
い
る
方
が

運
転
す
る
車
に
表
示
す
る
マ
ー
ク
で
す
。 

耳
マ
ー
ク
 

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
た
め

制
定
さ
れ
た
マ
ー
ク
で
す
。
 

聴
覚
障
害
者
標
識
 

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
運
転
す

る
車
に
表
示
す
る
マ
ー
ク
で
す
。
 

障
害
者
の
た
め
の
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
 

障
が
い
の
あ
る
方
が
容
易
に
利
用
で

き
る
建
物
、施
設
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
示
す
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。
 

オ
ス
ト
メ
イ
ト
マ
ー
ク
 

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
を
使
用
し
て
い

る
方（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）の
た
め
の
設

備
が
あ
る
こ
と
を
表
し
、オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
ト
イ
レ
の
入
口
・
案
内
誘
導
プ

レ
ー
ト
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ほ
じ
ょ
犬
マ
ー
ク
 

身
体
障
害
者
補
助
犬
（
盲
導
犬
・
介

助
犬
・
聴
導
犬
）同
伴
の
啓
発
の
た
め

の
マ
ー
ク
で
す
。
 

ハ
ー
ト
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
 

身
体
内
部
に
障
が
い
の
あ
る
人
を
表

し
て
い
ま
す
。
身
体
内
部（
心
臓
、呼

吸
機
能
、じ
ん
臓
、肝
臓
、膀
胱
・
直
腸
、

小
腸
、免
疫
機
能
）の
障
が
い
の
あ
る

方
は
外
見
か
ら
分
か
り
に
く
い
た
め
、

こ
の
マ
ー
ク
を
着
用
さ
れ
て
い
る
方

を
見
か
け
た
場
合
は
、内
部
障
が
い

に
つ
い
て
理
解
し
、配
慮
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
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 中

村
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る
厚
生
年
金

相
談
が
、毎
月
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

日
時
　
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日（
祝
日
の
場

合
は
変
更
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
　
　
 

※
市
政
の
ひ
ろ
ば「
市
民
相
談
」の
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

場
所
　
市
政
相
談
室（
市
役
所
１
階
） 

相
談
の
仕
方
 

・
年
金
手
帳
や
年
金
に
関
す
る
も
の
を
す
べ

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
課
受
付
左

手
の
壁
付
近
に
あ
る
「
番
号
札
」
及
び
「
年

金
相
談
･
手
続
受
付
票
」
を
取
り
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、お
待
ち
く
だ
さ
い
。
順
番

に
相
談
で
き
ま
す
。
 

※
混
雑
時
に
は
、相
談
受
付
を
制
限
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
相
談
し
て
い
た
だ
け
る

の
は
、午
前
・
午
後
各
１０
人
で
す
。
 

※
こ
の
年
金
相
談
で
は
、共
済
年
金
や
恩
給

の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
連

絡
先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
 

　
1
０
５
７
０
ー

０
５
８
ー

５
５
５
 

　
1
０３
ー

６
７
０
０
ー

１
１
４
４（
I
P
電
話
用
） 

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
「
平
成

２６
年
分
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、今
年
１０
月
１
日
以
降
に
初
め
て
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、翌
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
に
は
、必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。
 

問
合
 
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
１
２
１
・
２
１
２
２
 

　
　
　
中
村
年
金
事
務
所
 

　
　
　
1
０
５
２
ー

４
５
３
ー

７
２
０
０
 

    
 ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ご
利
用
中
で
、地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
受
信
準
備
が
ま
だ
の
場
合
は
、

デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
終
了
ま
で
に
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ご
自
身
の
受
信
状
況
が
不
明
な
場
合
は
、

ご
加
入
中
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
合
　
西
尾
張
シ
ー
エ
ー
テ
ィ
ー
ヴ
ィ
株
式

会
社（
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｔ
Ｖ
） 

　
1
０
１
２
０
ー

２
４
０
ー

９
６
８
 

　
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
 

　
1
０
５
７
０
ー

０７
ー

０
１
０
１
 

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、 

　
1
０３
ー

４
３
３
４
ー

１
１
１
１
 

　
※
午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
年
末
年
始
は

休
み
） 

  

  
同
じ
医
療
保
険
の
世
帯
内
で
医
療
と
介
護

の
両
方
を
合
わ
せ
た
年
間
の
自
己
負
担
が
下

表
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、申
請
に
よ
り

そ
の
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
 

※
払
い
戻
し
金
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

は
該
当
し
ま
せ
ん
。ま
た
、同
じ
世
帯
で
も
、

異
な
る
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族

の
場
合
は
合
算
で
き
ま
せ
ん
。
 

申
請
手
続
 

  
該
当
者
に
は
、１２
月
以
降
に
通
知
文
ま
た

は
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、届
き
ま
し
た

ら
保
険
年
金
課（
市
役
所
１
階
）で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、平
成
２５
年
８
月
１
日
〜
２６
年
７

月
３１
日
に
、次
に
該
当
す
る
方
は
通
知
文
ま

た
は
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
市
区
町
村
を
越
え
て
転
居
を
し
た
方
 

②
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
っ
た
方
 

※
②
の
場
合
、異
動
前
の
医
療
保
険
者
ま
た

は
介
護
保
険
者
か
ら
の
自
己
負
担
額
証
明

書
が
必
要
で
す
。
 

  
手
続
き
方
法
、支
給
時
期
な
ど
は
各
保
険

者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
者（
事
業
所
な
ど
）に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
合
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
１
２
５
〜
２
１
２
９
 

　
　
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
１
２
３
・
２
１
２
４
 

　
　
　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
Ｇ
 

　
　
　
内
線
２
１
４
１
・
２
１
４
２
 

 

年
金
の
お
知
ら
せ
 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ
変
換
 

サ
ー
ビ
ス
は
平
成
２７
年
３
月
末
ま
で
 

に
終
了
し
ま
す
 

厚
生
年
金
相
談 

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

に
加
入
し
て
い
る
方 

被
用
者
保
険(

全
国
健
康
保
険
協
会･

共
済 

組
合
な
ど
）に
加
入
し
て
い
る
方 

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書 

※８月１日から翌年７月３１日までの１２カ月を計算します。 
※区分は７月３１日現在の医療保険の区分です。（低所得者Ⅰで介護サービス利用者が複数いる 
　世帯の場合は、低所得者Ⅱの合算限度額が適用されます） 

低所得者 
Ⅱ 

Ⅰ 

３１万円 

１９万円 

３１万円 

５６万円 一　　　　般 ５６万円 

１９万円 

６７万円 

後期高齢者医療制度＋介護保険 
（７５歳以上の方） 

区　　　　分 医療保険＋介護保険 
（７０～７４歳の方） 

 

医療保険＋介護保険 
（７０歳未満の方） 

６７万円 
現役並み所得者 
（上位所得者） 

６７万円 １２６万円 

３４万円 

「市政のひろば」つしま2014.12１４ 

市役所　124-1111 お知らせ 
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